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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和5年12月19日

パーソルテンプスタッフ株式会社　岐阜オフィス

■気候変動への対応
オフィスビル消費電力の脱炭素化運用改善・
設備投資による省エネ／電力再エネ化の推進
ガソリン車のHV・EV車への切替 Scope3の算定
および目標設定～削減
GXに係る支援グリーン領域のエンジニアの派
遣／カーボンニュートラル関連の実験

■多様なはたらき方の提供
フレキシブルなスケジュールでの勤務やリモ
ートワーク等、時間、場所を問わない形態で
の就労機会の提供
副業やフリーランス形態の就労機会の提供、
スキマ時間の有効活用が可能な就労機会の提
供

■企業の生産性向上
生産性向上に資するサービスを提供すること
で、企業活動の効率化、労働力不足の解消に
貢献する

⑦エネルギーをみんなに
 そしてクリーンに,⑫つ
くる責任 つかう責任,⑬
気候変動に具体的な対策
を

■Scope1+Scope2の排出量削減率2022年3月期
比26.0%増加（2023年）
※2023年3月期の排出量増の主な要因は海外に
おける新規契約やＭ＆Ａによる事業拡大によ
る。
■その他
・20231年3月期までのカーボンニュートラル
化に向けた施策として、再生可能エネルギー
の導入を開始。
・GXエンジニアの派遣やカーボンニュートラ
ル燃料を使用したエンジンの実験など気候変
動への取組みを実施。

・Scope1+Scope2の排出量削減

■Scope1+Scope2の排出量削減率
 （基準年：2022年3月期
2026年3月期目標までに17.3%削減
 

⑤ジェンダー平等を実現
しよう,⑧働きがいも経
済成長も,⑩人や国の不
平等をなくそう

⑧働きがいも経済成長も
,⑨産業と技術革新の基
盤をつくろう

■多様なはたらき方が可能に
なった人の数
2023年3月期実績：4万人

■「企業の生産性向上」に 
関わるサービスの売上高
2023年3月期実績：2,700億円

多様なはたらき方が可能になった
人の数

■企業の生産性向上に資するサー
ビス提供のよって生じる売上

■ 多様なはたらき方が可能にな
った人の数
2026年3月期目標：5万人

■「企業の生産性向上」に 関わ
るサービスの売上高
2026年3月期目標 ：3,000億円

■社内イントラネットを通じ、グループ社内報を発行。活動や取組み実績を共有することで従業員に対して知っていただく機会づくりの
提供。また、動画配信も展開し、社員への意識改革や協力促進を実行。

https://www.persol-group.co.jp/ir/upload_file/m009-/integratedreport2023_jp.pdf


